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審査委員(主 査)上 田 敏丈
名古屋市立大学大学院学則第14条 及び名古屋市立大学学位規程第10条 に基づき、
次のよ うに博 士学位論文審査及び最終試験結果を報告 します。
1審 査委員 の補職及び氏名
別紙1の とお り





5最 終試験 の結果の要旨又 は学力確認の結果 の要旨
別紙2の とお り
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氏 名 上村 晶
指導教員 上田 敏丈
副指導教員 野中 壽子 ・谷 口 由希子
申請に係る
学位論文の表題
保育者 が子 ども とわか り合お うとす る関係構
築プ ロセ スに関す る研究
(別 紙2)
3学 位論文の内容の要旨
上村晶氏の学位 申請論文 「保育者が子 どもとわか り合お うとす る関係構 築プ ロセスに関す る研究」
は、相互主体的関係 に着 目した鯨岡(2006,2011)の 関係発達論に依拠 しなが ら、 保育者の子 ども理解
を 「保育者が子 どもとわか り合お うとす る関係構築プロセス」とい う 視座 か ら問い直 し、複線経路 ・
等至性 アプ ローチ(TEA)を 用いなが ら、保育者の熟達化 に応 じた関係構築プロセスの差異や、子 ども
とわか り合お うとする際の見とり・判断根拠 ・背景要因な どがどのよ うに異なるのかを、短期 ・中期 ・
長期スパンの3つ の レベルか ら明 らかにす ることを目的 としている。
第1章 では、従来の子 ども理解研 究に関す る概念整理が行われている。特に、子 ども理解の視点 ・
方法に関す る知見整理 を通 じて、子 どもの表面的側面 ・内面的側面 ・文脈的側面 ・継続的側面な どの
多様 な側面に着 目して情報収集 をしてい ること、また、子 どもとの客観性 の有無や他者 との共有の有
無 によって 、客観的アプローチ ・相互的アプローチ ・共有的アプ ローチな どの方法に類別 され るこ と
が見出 された。その上で、保 育者 と子 どもの関係性の視座 か ら子 ども理解 を捉 える必要性や、保育者
が子 どもとわか り合お うとす る関係構築プ ロセ スに焦点を当てる必要性 につ いて言及 した。
第2章 では、本研究が依拠す る質 的研究法 として複線径路 ・等至性 アプ ローチ(TEA)につ いて述
べた。 発生の三層モデル(TLMG)を 踏 まえて、保 育者の見 とりか ら子 どもに関する新たな価値や信念
が生成 されていく内化 ・外化プロセ スや、多様な価値変容の様相を明確にできる可能性 について述べ
た。また、子 どもとの関わ り合いの中で互いにわ か り合お うとする関係 の実感 の程度を、同時並行的
に捉えるParallel-TEMを 通 して、保育者 が子 どもとわか り合お うとす る関係構 築プ ロセスを可視化
してい く意義 に言及 した。
第3章 では、本研究の予備調査的位置づけとして、子どもとわかり合えたか否かの判断根拠が、保
育者の熟達化に応 じてどのように異なっているのかを明らかにした。166名 の保育者への無記名式質
問紙調査を実施し、保育者の熟達化区分に応 じて子 どもとわか り合えたか否かの判断根拠を明らかに
した結果、保育者の熟達化に伴い、保育者主観的思考優先の関係性から、徐々に子どもと共にわかり
合お うとする関係性の中で判断することが見出された。また、保育者の熟達化に応 じて、保育者自身
が子どもの立場に立って捉え直 したり感 じ取った りするような〝子ども側への入り込み"が 徐々に可
能になることが推測され、保育者 と子どもの関係性を捉える視座が変容 しつつあることが示唆された。
第4章 では、〝子どもとわかり合えない"と 感 じやすい3歳 以上児の異年齢保育に携わる初任保育
者に着目し、子ども理解のゆきづまりの構造や諸要因を明らかにすると同時に、初任保育者がわかり
合お うとする関係を構築する際の重要な転機と要因を解明した。3名 の初任保育者のゆきづまり場面





えてTEMで 分析 した結果、1年 を通 じてゆきづまりを克服 していく中で多様な葛藤や戸惑いが見出
されると同時に、子どもへのわからなさから生 じた 「わかりたい」 と切望する意思が関係構築の転機
になることや、感情制御の困難さ・保育者個人の成育歴 や過去体験に基づ く価値観などが関係構築を
阻む要因となることも見出された。
第5章 から第7章 では、保育者 の熟達化に応 じて、子 どもとわか り合お うとす る関係構築プロセ
スを明 らかにす ると同時に、そのプ ロセスに及ぼす重要な要因を見出 した。 同系列法人に勤務す る初
任期 ・若 手期 ・中堅期の各1名 の保 育者 と2歳 児の1年 間 の関わ り合いに焦 点を当て、Parallel-TEM
で分析 した結果、関係構築 プロセ スは、1関 係構築手探 り段階、2関 係 疎遠 ・葛藤 ・非手応 え感 など
が生 じる迷走 ・非確信 段階、3関 係促進 の転機 が生 じわか り台 えてきた実感 を有す る関係促進萌芽段
階、4わ か り合えた実感を抱く相互的理解段階、の概ね4つ の段階を経ていることが見出 された。
第8章 では、子どもとわか り合おうとする関係の促進に着目し、保育者の熟達化に応 じた価値変容
の特徴を解明すると同時に、その際の判断根拠や背景要因の差異を明らかにした。2歳 児との関わ り
合いを1年 間担当・追跡 した11名 の保育者(1-15年 目)を 対象に、子どもとわか り合お うとする関
係が促進 した関係促進転機場面と、わか り合えた実感を確信 として抱いたわかり合えた確信生起場面
に着目し、TLMGを 踏まえてTEMで 分析をした。特に、関係促進転機場面からわかり合えた確信
生起場面へ至るプロセスに 着目した結果、保育者の熟達化に伴い〝わか り合い"を 捉える視座に質的
な差異が生じていたことが見出された。初任 ・若手期の保育者は〝保育者視座"か ら〝保育者・本児相
互関 係視座"へ の転換が見 られた反面、中堅前期の保育者は〝保育者-本児相互関係視座"か ら捉え
ることを概ね基盤としていた。また、中堅後期の保育者は〝本児視座"を 経由してから改めて〝保育
者-本児相互関係視座"に 立ち返った上で、わか り合えた確信を抱いていた。同時に、わか り合いが生









研修の在 り方について提言 した。最後に、保 育者の子ども理解とは、保育者 と子どもが協働的に“わ
かり合い”を紡ぎ出す能動性を有 した絶え間ないプロセスであること、熟達化に伴い保育者が子ども




第一に、 これ まで保育学領域において子 ども理解研究 とは、保育者が どのよ うに子 どもを理解す べ
きか、とい う保育者 の専門性 の視点か らのみ検討 されてきたが、本学位請求論文では、保育者が幼児
とわか り合お うとす る、とい う継続 的、不断的な関係性 に基づき、その動的プロセ スを明 らかに しよ
うとした ことである。本論文では、従来の 「読み とられ るべき客体」と しての子どもの在 り方か ら、
相互主体的に主張 し、わか り合お うとし続 けている 「相互主体的な主体」 としての子 どもとの関係構
築の動的プ ロセスを描 くことができた。
第二に、 このよ うな動的プロ セスを、長期的なインタビュー調査 を行いなが ら、複線 径路 ・等至性
アプ ローチ(TEA)を 踏 まえて可視化 した点である。TEAは 、人間を社会に開かれた存在と して捉 え
たヤー ン ・ヴァルシナーの理論に基づ き、人間 を取 り巻 く文化 と心理的状況 との在 り方を明 らかにす
るための質的研究手法である。 このアプ ローチに基づき、わか り合お うとす る関係構築 を明示化 した
ことは、高 く評価できる。 また、本研究 日的を達成するために、TEAに 基づきなが ら自身でパラ レル
TEMと い う発展 的手法を構 築 した ことも、今後の質的研究方法に対 して影響が想定 され、高 く評価 し
たい。
第三 に、関係発達的視座 から、保育者 と子 どもがわか り合お うとす る子 ども理解 を専門性発達の視
点か ら、3つ のフェーズに提示 したこ とである。 子 どもを理解す ることは、保育者が不断 にわか り合
お うとす る能動性 に基づ く絶 え間 ないプロセ スであること、そ うすることで、熟達化 に伴 った関係性
の変容 がお こることを明示化す るこ とで、今後の保育者の専門性研 究や、研修の在 り方に対 して、一
石 を投 じる ものである。
また、本論文の一部は、保育学領域において最 も評価の高い 『保育学研 究』54号(2016)、 及び57
号(2019） に掲載 されてい る。
なお、盗用 ・剽窃判定 ソフ トでは、コ ピペ率が9.8%で あ り、そのいずれ もが適切な引用に基づ いて
いるため、問題はない と判断できる。
5最 終試 験 の結果 の要 旨又 は学 力確認 の結果 の 要 旨
最終試験は、2019年1月30日13時 から、2時 間にわた り419セ ミナー室で行われた。参加者は、
学位申請者、審査委員3名 、その他、院生3名 である。
最初に申請者から、学位請求論文に基づく要旨の説明が行われた。その後、質疑応答が行われた。










6学 位 授 与 につ いて の意見
以上のことから、本学位請求論文が、学位としての水準に達していることが、審査委員の一致 した
見解であり、学位授与を可と判断する。
